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論文内容要旨
緒言
 Serny■U」(1-Pheny■cyc正。亘exy■)Piperidlne・HC■]は,精神症状並びに
 勉学構造上新らしい精神症状惹起物質である。しかしSerny1による実験的精神障害の研究は
 少く,本邦に診けるものは見当らない。ことに発現する精神・身体症状の詳細な記載に乏しいう
 らみがある。このような事情から,私は正常人にSe顕y■を投与し・その際出現する精神・身
 体症状をできるだけ詳細に記述し,その特徴を嬰らかにしょうと試みた。
 対象及び方法
 被検者は{9例の健康成人であり,Ser汽y■を空腹時に経口授与し,4～6時間経過を観察
 し,その聞継時的に神経学的検査及び脳波検査を施行した。
結 果
 影
奪
・
 窪)Serny■に1よる精神症状:Sernyiにより串現した精神症状を,緩々の心的諸現象の
 形式に分類し,その禺現例数を示すと,視覚の異常(15例),1徳覚の異常(7例),味覚の異
 常(5例)・平衡・運動感覚の異常(≦8例)・知覚の疎隔感(19例),表象の異常(10例)
 空聞体験の異常(ア例),暗闘体験の異常(15例),身体意識の異常(18例),自我意識の
 異常(り4例),思考の異常(謹7例),感情の変化(て9例),意欲の異常(15例)であっ
島
 症状一血圧変化(19例),嘔気(9例),譲渇(6例),顔面蒼白(7例),寒気(1例).
 下痢(1例),呼吸促迫(1例),運動感覚面の異常一歩行失調(薩8例),腱反鮒亢進(籍
 鋼中9例)・構音障害(1e例),異常感覚(14例),眼球振磁(1例),その他一頭重感
 (15例),食欲騒下(律例),睡気(8例)であった。
 5)Serny■による疲状の程度及び時間的経過:ユ精神症状について1時間的経過の面から
 糟糠症状を,前駆期,極期,消腿期,後作周期に区別した。知覚の疎隔感,視覚の異常,平衡隻
 運動感覚の異常・身妹意識の異常は・暗闘の経過に応じて・次第に増強し・次第に消罷する一定.、
 の傾向を認めたが,幻視,聴覚の異常,特・空間体験の異常,自我意識の異常,表象の異常,意
 2)S…y・による身鰍:出獄身嚇の内容とそ噸例数を示す融律神経灘
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 欝躰症状の変化と密接賦する変化であ筑
 鞍.考按
ぎす
 畿『 n疎よ孵する榊症状は榊機能全般にわた砿その撤して融の精
 饗糠機能が容易に障警され,自我1意識の障害が軽度である。意識の状態は,ある程度!溝嬰な異鴬意
『
じむきすす
 総識状態即ち意識変容状態である。LSD25による症状と比較して,Serny■による症状は,身纂一
 難体意識の異常,平衡・運動感覚の異常が顕著であるのに反し,幻覚の出現は稀であり,日義意識
 総の障害は経産であるoSernyユの中枢神経系内の作用離位としては,間脳部が想定される。
離
結語難
 .報rSem置を搾例の証常成人畷与し・次の結果を得た・俗易剛現する精神獄は・知
 影覚の疎隔感,感傭の変化,身体意識の異常,平衡.』運動感覚の異常,思考の異常であった。露容
 籔易に出現する身体症状は,旗圧i変化,歩行失調,腱反射亢進,頭重感であった。臨精神・身難症
 撚麗の齢ら4轍剛で醜lv簸投駅よる蹴は・鵬麟及ぴ髄に本質鵬
 黍。.差異はなく,漸増投与による症状は,各投与量毎に症状の量的変化を示した。V艦波のα波平均
 馨.振巾は,経過と共に変化した。Vl精神症状の変化は,身体症状及び脳波のα波平均振巾の変化と
 叢1締して醸した・臆識の状態・蜘,,獄る症状との比較及びSerny切作用部隊つ
 いて考察を加えた。
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 難の異常は,出現時期及び時r琶i的経過に一定の領内は認められず,_れらの症状の程度は軽
 灘㊥銃。瞬薩穂知て備磁状と同様に,瀬期,極期,鞭期,後欄期が剛 欝。
 豊圧上昇,腱反射亢進,異常感覚。構音障害は,時間の経過に応じて.次第に増強し,
 鶴次第に軽減する傾向を示し・歩行失調・頭重感・嘔気・食欲底下は・それらの症状よりも遅れて
 獣1陣し鋳聞鰹過総じて次第に増強し・榊症状の灘掲時嫁紘融く残存し齢
 獣4)SerB五の反搬与及び瀦投与による症状:綱に対し洞』量を礪反鰍与し・
膨諜撫欝膿轟轟護摩鑑鎌繍欝欝講
 旗なかった。また6例に対し護.25解から5・0解の範囲で漸増投与し,その藻出現した精神.身
 1淋症状を観察した結果,上記の投与量の範囲に論いては,串現する精神.身体症状は,各投与量
 ll毎に量的変化を示し・質的変化を示すことはなかった。
 5)SerRy■による脳波の変化:葉2例に対し継時…酌に脳波検査iを施行した。脳波のパター
 ンは,いづれも正常脳波隊の範臨内にあった。脳波は,周波数の面にかいては,全例に共通する
 lll変鰯認められず諒た徐灘の1鯛を示すこと購かつた・撚の面に締ては・α波鞠振
 ヌロペデで
 膨巾を測定し,その時間的経過を検討した結果,平均振出は,投与後軽度に増加し,その後次第に
 緊減少し、次いで快復する明瞭な変化を示した。この変化は・前駆期,極期,消槌期と経過する精
 到一γ
 審査結果の要旨
 Semy1〔1一(1-phenyl。y。1。hexy1)piperidi・}e・HGエ〕は新らしい精
 神症状惹分質であるが,本剤による実験的精神障害の研究は少なく,特に本邦に語いては未だ行
 われていない。著奢は本剤投与の際に出現する精神,身体症状をでき考)だけ詳細に記述し、その
 特徴を明らかにしょうと試み,19例の健康成人にコ。25～ス5燭を空腹時経臼投与して次の如
 き結果を欝た。
 柔Seτユylによる精神症状1全猛ヨ列に共通に1かつ著明に出現する精御症状は,螂覚のi疎隔
 感,感簿D変化,身・体意識の異常・平衡・運動感覚の異常,思考の異常等であり,軽度かつ症例
 に」二っては撮現する精神症状は,幻視,聴覚の異常,時・空聞体験の異常,表象の異常,自我意
 識の異常,意慾の異常等であった。
 ZSernylによる身体症状1全症例に共通にかつ著明に出現する身体症状は血圧上昇,腱
 反射亢進,歩行失調,頭重感等であり,軽度に1かつ症例によっては出現ナる身体症状越嘔気,環
 渇,下痢,儲障警,身体感覚の異常,食慾低下,睡気等であった。
 53er且y!鱒よる症状の程度及び時間的経過:共通にかつ著明に出現する精神・身体症状・
 は、その程度ならびに経過に一定の傾庵が認められ,またこれら精神・身体症状はそれぞれ相対
 応して消長することが認められた。
 経過に本質的な差異はなく、また漸増投与によって嵐現する症状も量的変化が認められるのみで,
 本質的な相違は認められなかった0
 5qernylによる脳波の変化:脳波のパターン及び周波数には変化はないが,α波平均振『
 巾には精神症状と対応する変化(振巾の掴融1)が認められた。
 以上から著者は,Serny1により出現する精神症状の主体をなすものは低次精神機能の発現
 であって高次精神機蒔の発現は軽慶であること,意識の状態は意識変容状態と考えられること、
 LSD25と比較して症状の面で明らかに相違が認められること、黒ernyエの作聡部位として間
 脳領域が想定されること等を結論している。
 よって本論交は学位を授与するに値するもの毒認める0
 4Se鰍の簸投与及醐曽投与による離開販復撫して撚の内容及び/
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